
コーディングマニュアルおよび目録情報の基準
改訂案説明会
2024年2月26日（月）
14:00～16:00

図書・雑誌
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これからの学術情報システム構築検討委員会
システムワークフロー検討作業部会

メタデータ流通の高度化班

瀧脇有姫（広島大学図書館）
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コーディングマニュアル変更方針

⚫和書と洋書はひとつの項目にまとめる。

※一部細則において、和洋で異なる取扱がある。

⚫CATPの形式の変更は行わない。

※コードの追加はあり

⚫新規項目は注記に入れる。

⚫異なる目録規則での登録を許容する。

CAT2020で示した方向性を
転換するものではないです
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コーディングマニュアル変更方針①

⚫和資料と洋資料はひとつの項目にまとめる。

※一部細則において、和洋で異なる取扱がある。

⚫CATPの形式の変更は行わない。

※コードの追加はあり

⚫新規項目は注記に入れる。

⚫異なる目録規則での登録を許容する。

CAT2020で示した方向性を
転換するものではないです
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第 0 章 総則

第 1 部 データ記入
第 1 章 データ記入総則
第 2 章 図書書誌データ
 2.0 通則
 2.1 ID&コードブロック
 2.2 記述ブロック
 2.3 リンクブロック
 2.4 主題ブロック
第 3 章 図書書誌データ(親書誌)
第 4 章 雑誌書誌データ
 4.0 通則
 4.1 ID&コードブロック
 4.2 記述ブロック
 4.3 変遷ブロック
 4.4 リンクブロック
 4.5 主題ブロック

第 5 章 著者名典拠データ
 5.1 個人名
 5.2 家族名 （新設）
 5.3 団体名
 5.4 会議名
第 6 章 著作典拠データ（統一書名典拠データ）
第 7 章 図書所蔵データ
第 8 章 雑誌所蔵データ

第 2 部 データ修正
第 9 章 データ修正総則
第 10 章 図書書誌データ修正
第 11 章 雑誌書誌データ修正
第 12 章 著者名典拠データ(日本名)修正

第 5 部 日本目録規則
第 51 章 適用細則
付録

新目次
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コーディングマニュアル変更方針②

⚫和書と洋書はひとつの項目にまとめる。

※一部細則において、和洋で異なる取扱がある。

⚫CATPの形式の変更は行わない。

※コードの追加はあり

⚫新規項目は注記に入れる。

⚫異なる目録規則での登録を許容する。

CAT2020で示した方向性を
転換するものではないです
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コードの追加

出版の役割表示追加
d 頒布表示(distribution)
m 製作表示(manufacture)
p 制作表示(production)
c 著作権日付(copyright notice date）

VTの追加
ET 先行タイトル
LT 後続タイトル
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コーディングマニュアル変更方針③

⚫和書と洋書はひとつの項目にまとめる。

※一部細則において、和洋で異なる取扱がある。

⚫CATPの形式の変更は行わない。

※コードの追加はあり

⚫新規項目は注記に入れる。

⚫異なる目録規則での登録を許容する。

CAT2020で示した方向性を
転換するものではないです
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NCR2018適用に伴う変更

⚫略語の不使用 

⚫用語の変更

⚫情報源の変更

⚫記録方法の変更

⚫資料を表現するための新たな要素



• 洋書では 「p.」が「pages」(和書はp)

• ページ付けのない資料は[]じゃなくて「94p(ペー
ジ付なし)」や「94 unnumbered」

• 「v.」が「volume」「volumes」
• 「ill.」が「illustration」「illustrations」
• 「s.l.」が「Place of publication not 

identified」

など・・・

略語は使わない

9

資料自体に略語で書いてあれば
使用してOK（転記）
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用語の言い換え

標題紙→タイトル・ページ

巻次・年月次→順序表示

記述の基盤→識別の基盤

付記事項→識別要素

   

など・・・

タイトルページは
裏も含みます
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図書の本タイトルの情報源が変わった
これまで

改訂後 基本

CM 2.2.1

2.2.1

4.2.1

情報源の中に優先されるもの
が規定された！
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図書の本タイトルの情報源が変わった

タイトルページでは難しいとき（和）

CM 2.2.1
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タイトルページがないとき（洋）

図書の本タイトルの情報源が変わった
CM 2.2.1
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情報源が変わった？（図書）
現行（和） 現行（洋） 改訂後

本タイトル 標題紙（裏含む）、
奥付、背、表紙

タイトルページ タイトルページが優先情報源
（例外あり）

責任表示 標題紙（裏含む）、
奥付、背、表紙

タイトルページ

1）本タイトルと同一の情報源
2）資料自体の他の情報源
3）資料外の情報源

ED 標題紙（裏含む）、
奥付、背、表紙

タイトルページ、タ
イトルページの裏、
表紙など、及び奥付

PUB 標題紙（裏含む）、
奥付、背、表紙

タイトルページ、タ
イトルページの裏、
表紙など、及び奥付

本タイトルと同一の情報源を
優先
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TRフィールドの情報源が変わった（雑誌）

現行 改訂後

和逐次刊行物 表紙または標題紙のある場
合は初号の表紙，標題紙，
背，奥付の順。
表紙及び標題紙がない場合
は，題字欄。初号がない場
合は，所蔵する最も古い号。

初号の表紙，タイトル・ページ，キャプ
ション，奥付，背またはジャケットの順
初号がない場合は，所蔵する最も古い号

洋逐次刊行物 初号のタイトルページ。
タイトルページを欠く記述
対象の場合はタイトルペー
ジの代替物。
初号がない場合は，所蔵す
る最も古い号

初号のタイトル・ページを優先情報源と
して使用するが，タイトル・ページがな
い場合は，表紙，キャプション，マスト
ヘッド，奥付，背の順。
初号がない場合は，所蔵する最も古い号
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情報源が変わった？（雑誌）
現行（和） 現行（洋） 改訂後

TR 表紙または標題紙の
ある場合は初号の表
紙，標題紙，背，奥
付の順。

初号のタイトルペー
ジ

和：初号の表紙，タイトル・ペー
ジ，キャプション，奥付，背また
はジャケットの順
洋：初号のタイトル・ページを優
先情報源として使用

ED 初号の表紙，標題紙，
背，奥付

タイトルページ，そ
の他の前付け部分，
奥付

1）本タイトルと同一の情報源
2）資料自体の他の情報源
3）資料外の情報源

VLYR 当該出版物全体とする。ただし，初号（ある
いは変遷直後号）と終号（あるいは変遷直前
号）によってのみ，記録が可能

a) 初号または終号の本タイトル
と同一の情報源

b) b) 初号または終号の資料自体
の他の情報源

PUB 初号の表紙，標題紙，
背，奥付

逐次刊行物全体 1）本タイトルと同一の情報源
2）資料自体の他の情報源
3）資料外の情報源



PUBの変更
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CM 2.2.3
CM 6.2.4

種類の追加
出版、頒布、製作、制作（追加）

役割表示の方針変更
役割が出版以外のときは、役割表示コード（付録1.6）[追加]

変更前 変更後

製作表示：刊行物の印刷、複写、成型等
制作表示：非刊行物の書写、銘刻、作製、組立等
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役割表示コード
JPMARC

MARC21

NDLサーチ

CiNiiでも対応予定



PUBの変更
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CM 2.2.3 F1.5

日付の書き方の変更
現行：
複数のPUBフィールドが作成された場合、出版日付は最後の出
版者に続けて記録する。

↓
複数の PUB フィールドが作成された場合、それぞれの出版表
示・頒布表示等に対応した日付を、該当する PUB フィールドに
記録する。役割が同一の PUB フィールドが複数ある場合は、そ
の中の最後の出版者等に続けて記録する。

変更前 変更後



内容的側面と物理的側面を記録

表現形の種別：「表現種別」

体現形の種別：「機器種別」「キャリア種別」

機器種別（必要な機器の種別）
オーディオ、映写、マイクロ、コンピュータ、機器

不用…
キャリア種別（媒体の種別）
コンピュータ・ディスク、オンライン資料…（コン

ピュータの場合）
冊子、シート、カード…（機器不用の場合）

テキスト、地図、楽譜、演奏、話声、音声、静止画、
二次元動画、 三次元動画、テキスト（触知）、コン
ピュータ・プログラム…

NCR2018年版の「資料種別」
（GMD/SMDは続けつつも・・・）
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目録情報の基準6版 0.2.3、CM 2.2.7F2.1

中身のタイプ

読むためにこれが必要

入れ物はこれ

NOTE
に一行で記録します。

（例）
NOTE:表現種別: テキスト
(ncrcontent), 機器種別: 機器不用
(ncrmedia), キャリア種別: 冊子

(ncrcarrier)
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NOTEの変更

新たなエレメントなどは
NOTE:エレメント名:△内容

で記録

CM 2.2.7 F4
CM 6.2.7 F3.3
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NOTEの変更 CM 2.2.7 F5
CM 6.2.7 F3.4

＜構造記述＞
NOTE:Also issued as: Independence lost : lives on the edge of the American 
revolution / Kathleen DuVal. -- New York : Random House, [2015]

＜非構造記述＞
NOTE:「もう一度学びたいギリシア神話」 (西東社 2007 年刊) の普及版

関連指示子
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続きまして

典拠編です


	引用
	スライド 1
	スライド 2: コーディングマニュアル変更方針
	スライド 3: コーディングマニュアル変更方針①
	スライド 4
	スライド 5: コーディングマニュアル変更方針②
	スライド 6
	スライド 7: コーディングマニュアル変更方針③
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23


